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合

五 五 ． 

、ーノ
、一

小

牧

健

夫

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
エ
ト
ナ
劇
断
片

(
1
1
)

ク
ラ
イ
ス
ト
の
「
公
子
ホ
ン
ブ
ル
ク
」
の
一
問
題

銀
の
鈴
(
-
―
)

ゲ
ー
テ
の
従
軍
記
(
-
五
）

-
（
六
）
―
-
（
八
）

小

島

吉

雄

明
治
初
期
の
歌
論
（
一
）

宗
祇
の
晩
年
(
-
―
-
）

新
古
今
和
歌
集
の
撰
集
態
度
と
撰
集
事
業
（
五
）

所
謂
石
津
本
新
古
今
和
歌
集
に
就
い
て
（
八
）

連
歌
に
於
け
る
美
的
情
調
一
(
―
-
）
-
―
(
-
―
-
）

新
古
今
集
歌
風
と
註
釈
の
問
題
(
-
八
）

春
日
博
士
所
蔵
二
十
一
代
集
中
の
新
古
今
和
歌
集
に
就
い
て
(
-
―
―
―
-
）

後
鳥
羽
院
の
御
文
学
（
―
-
五
）

新
古
今
集
写
本
に
於
け
る
撰
者
名
の
頭
書
に
つ
い
て
（
二
八
）

新
古
今
集
伝
本
考
(
-
―

10)

わ
が
国
近
世
の
運
命
悲
劇
(
-
―
―
―
―
-
）

見
る
に
随
ひ
て
（
三
四
）

池
袋
清
風
の
訳
詩
（
三
五
）

「
奥
の
細
道
」
覚
書
(
-
―
―
七
）

芭
蕉
の
「
荒
海
や
」
の
句
に
つ
い
て
一
（
三
八
）
―
-
（
三
九
）

歌
集
「
み
だ
れ
髪
」
を
論
ず
（
四

0
)

ー
ニ
ー
チ
ェ
の
個
人
主
義
の
基
底
に
つ
い
て
ー
(
-
―
―
八
）

ゲ
ー
テ
の
革
命
劇
を
め
ぐ
っ
て
（
三
九
）

ニ
ー
チ
ェ
に
つ
い
て
（
四

0
)
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小

室

光

弘

土
と
文
芸
(
-
―
―
―
―
-
）

小

西

昇

後
漠
に
於
け
る
楽
府
詩
流
行
の
状
況
に
つ
い
て
（
六

0
)

漠
代
楽
府
詩
に
お
け
る
詩
経
の
連
想
的
表
現
方
法
の
衰
減
（
六
一
）

前

川

俊

一

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
の
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
テ
ィ
ン
タ
ー
ン
旅
行
（
三
七
）

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
に
お
け
る
自
然
観
の
進
展
（
三
八
）

上
（
四

0
)
中
（
四
二
）

下
（
四
一
―
-
）

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
「
辺
境
の
徒
」
に
つ
い
て

バ
イ
ロ
ン
の
「
ド
ン
・
ヂ
ュ
ア
ン
」
（
四
一
）

「
壮
大
な
る
耳
目
の
世
界
」
上
（
四
五
）
中
（
五
五
）
下
（
六
四
）

ー
ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
の
空
間
感
覚
、
其
他
に
つ
い
て
1

英
京
雑
記
（
五
二
）

ル
ー
ジ
ー
詩
群
に
つ
い
て
（
五
四
）

上
（
五
七
）

（
五
八
）

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
と
デ
ィ
ヴ
ィ
ド
・
ハ
ー
ト
レ
ー
の
哲
学

下

コ
ウ
ル
リ
ッ
ヂ
「
老
水
夫
の
歌
」
訳
（
五
九
）

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ソ
の
半
神
観
一
（
ニ
―
-
）
二
（
―
-
四
）
一

1

-

（
二
六
）

菜
花
行
（
ニ
―
―
-
）
ク
ラ
イ
ス
ト
随
想
（
二
八
）

独
逸
浪
漫
主
義
の
諸
問
題
一
(
-
―

10)
二
（
三
二
）

正
岡
子
規
と
レ
ッ
シ
ソ
グ
(
-
―
―
―
―
-
）

西
芳
寺
の
庭
(
-
―
―
五
）

わ
れ
も
ま
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
（
三
六
）

砂
に
書
く
（
四

0
)

目

加

田

誠

填
詞
選
釈
(
-
―
―
-
）

民
国
以
来
の
中
国
新
文
学
（
一
四
）

雅
に
就
い
て
（
二

0
)

白
楽
天
の
諷
諭
詩
(
-
―
―
―
-
）

繭
詩
考
附
束
薪
考
（
二
五
）

松

浪

有

F
U
N
C
T
I
O
N
A
L
 D
E
V
E
L
O
P
M
E
N
T
 O
F
 T
H
E
 P
R
E
S
E
N
T
 

P
A
R
T
I
C
I
P
L
E
 I
N
 E
N
G
L
I
S
H
 P
a
r
t
 I
 (六一―-）

丸

田

裕

子

「
嵐
ヶ
丘
」
の
語
り
手
ネ
リ
イ
・
デ
ィ
ー
ソ
に
関
す
る
一
考
察
（
六
二
）

松

枝

茂

夫

鏡
花
縁
の
話
ー
異
国
廻
り
を
中
心
と
し
て
（
二
六
）

蝶
奄
居
士
張
岱
（
―
-
八
）

菜
天
蓼
と
そ
の
一
家
(
-
―

10)

醒
世
姻
縁
伝
の
話
(
-
―
―
―
-
)

称
蘭
泉
の
随
筆
(
-
―
―
―
―
-
）

児
女
英
雄
伝
の
面
白
さ
（
一
二
四
）

金
聖
歎
の
水
滸
伝
（
三
五
）

松

田

伊

作

ア
ナ
ト
神
話
ー
ウ
ガ
リ
ッ
ト
語
研
究
覚
書
I

ー
—
|
（
六
五
）

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
「
序
曲
」
冒
頭
五
四
行
の
創
作
年
代
に
つ
い
て
（
六
―
-
)

「
ひ
と
り
麦
刈
る
乙
女
」
考

|
「
壮
大
な
る
耳
目
の
世
界
」
拾
遺
ー
（
六
五
）
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且ン贋詩毛

胃
合

＝ーオ禾木

、一
シ利 永
リノ
］］可

のト

ロ 五^ 信 I 降
ノミ

l、八-
卜

L— 

誓
五
む

詩
経
に
詠
は
れ
た
自
然
界
（
二
七
）

陳
碩
甫
伝
(
-
―
九
）

春
秋
の
断
章
賦
詩
に
就
い
て
（
三
一
）

詩
教
(
-
―
―
―
―
-
）

文
心
離
龍
（
三
四
）
（
三
五
）
（
四

0
)
(四
一
）
（
四
七
）
（
六

O
)
C
六
二
）

洛
神
賦
(
-
―
―
六
）

六
朝
文
芸
論
に
於
け
る
「
神
」
「
気
」
の
問
題
(
-
―
―
七
）

詩
格
及
び
詩
境
に
就
い
て
(
-
―
―
八
）

李
笠
翁
の
戯
曲
（
三
九
）

曹
馬
の
戯
曲
（
四
二
）

王
維
ー
安
史
の
乱
と
詩
人
た
ち
ー
（
四
一
―
-
）

楽
府
に
つ
い
て
の
一
考
察
ー
民
歌
と
文
人
の
詩
と
の
問
題
ー
（
四
五
）

水
滸
伝
解
釈
の
問
題
（
五

0
)

聞
一
多
評
伝
（
五
二
）

華
海
花
（
五
四
）

礼
教
喫
人
（
五
六
）

二
人
の
宝
玉
（
五
七
）

九
歌
試
訳
（
五
八
）

紫
陽
花
（
六
一
―
-
）

「
文
学
研
究
」
の
思
い
出
（
六
五
）

永

田

英

一

ヴ
ィ
ニ
ー
の
哲
学
詩
に
つ
い
て
(
-
―
―
―
―
-
）

ア
ン
ド
レ
・
シ
ェ
ニ
エ
（
詩
人
と
市
民
）
（
三
五
）

ス
タ
ー
ル
夫
人
「
ル
ソ
ー
に
つ
い
て
の
書
簡
」
（
三
六
）
（
四

0
)

ル
ソ
ー
『
マ
ル
ゼ
ル
ブ
氏
へ
の
四
通
の
書
簡
』
（
三
八
）

ル
ソ
ー
『
対
話
録
』
余
聞
（
四
二
）

ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
論
」
（
四
四
）

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
市
民
（
ル
ソ
ー
に
つ
い
て
）
（
四
六
）

ル
ソ
ー
『
学
問
芸
術
論
』
の
背
最

ー
デ
ィ
ジ
ョ
ン
・
ア
カ
デ
ミ

l
ー
（
四
九
）

ア
ン
ド
レ
・
シ
ェ
ニ
ニ
の
政
治
的
散
文
一
（
五

0
)
二
（
五
五
）

ア
ン
ド
レ
・
シ
ェ
ニ
ニ
覚
書
一
（
五
一
）
―
-
（
五
六
）

ア
ン
ド
レ
・
シ
ェ
ニ
エ
と
イ
ギ
リ
ス
（
五
二
）

ル
ソ
ー
『
ボ
ー
モ
ン
院
下
へ
の
書
簡
』

ー
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
（
五
―
―
-
）

ル
ソ
ー
と
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
一
（
五
七
）

ビ
ュ
マ
ン
述
『
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
讃
』
（
六
一
）

ラ
ツ
ー
シ
ュ
編
『
ア
ン
ド
レ
・
ド
・
シ
ェ
ニ
エ
全
集
』

元

田

脩

＿

『
ア
ッ
シ
ア
ー
家
の
崩
壊
』
と
ゴ
シ
ッ
ク
・
ロ
マ
ン
ス
（
六
一
―
-
）

『
ね
じ
の
回
転
』
の
諸
解
釈
上
（
六
四
）
下
（
六
五
）

内
部
言
語
形
式
ノ
ー
ト
ー
意
味
の
探
求
ー
（
六

0
)

森

山

隆

上
代
オ
ホ
ヲ
音
節
の
結
合
的
性
格
（
六

0
)
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中

山

竹

二

郎

「
貧
者
の
友
」
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ラ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
一
）

イ
ギ
リ
ス
の
中
世
の
宗
教
劇
（
五
）

イ
ギ
リ
ス
の
古
劇
の
詩
形
に
つ
い
て
（
九
）

チ
ョ
ウ
サ
ア
と
現
代
英
語
(
-
―
―
-
）

散
文
韻
律
に
つ
い
て
（
一
九
）

チ
ョ
ウ
サ
ア
に
於
け
る
措
辞
的
特
徴
に
つ
い
て
（
二
ニ
）

ウ
ェ
リ
イ
の
英
訳
『
源
氏
物
語
』
（
ニ
―
―
-
）

チ
ョ
ウ
サ
ア
そ
の
生
涯
と
性
格
（
二
七
）

キ
ャ
ン
タ
ベ
リ
巡
礼
の
世
界
(
-
―

10)

チ
ョ
ウ
サ
ア
の
二
面
性
（
三
一
―
-
）

『
サ
・
ガ
ウ
ニ
イ
ン
と
緑
の
騎
士
』
に
つ
い
て
（
三
四
）

メ
リ
デ
ィ
ス
の
詩
に
つ
い
て
（
三
五
）

チ
ョ
ウ
サ
の
『
ト
ロ
イ
ル
ス
と
ク
リ
セ
イ
デ
』
（
三
六
）

ソ
オ
ロ
ウ
と
そ
の
生
活
観
（
三
七
）

中

村

幸

彦

西
鶴
に
お
け
る
創
作
意
識
の
推
移
（
五
八
）

江
戸
時
代
上
方
に
お
け
る
童
話
本
（
五
九
）

翻
刻
玄
旨
公
御
連
班
（
六

0
)

林
羅
山
の
翻
訳
文
字

|
「
化
女
集
」
、
「
狐
媚
紗
」
を
主
と
し
て
ー
（
六
一
）

柳
里
恭
の
誠
の
説
（
六
一
―
-
）

印
刷
の
時
点
ー
仮
名
草
子
小
考
ー
日
（
六
五
）

ー
＿
八
一
九
年
の
「
解
説
」
に
つ
い
て
ー
（
六
四
）

モ
ー
リ
ス
バ
レ
ス
述
『
ル
ソ
ー
生
誕
二
百
周
年
』
（
六
五
）

西

田

越

郎

シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
に
つ
い
て
（
四
一
―
-
）

ワ
ル
テ
ル
・
フ
ォ
ン
・
デ
ル
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ワ
イ
デ
に
つ
い
て
（
四
五
）

ワ
ル
テ
ル
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ワ
イ
デ
の

E
l
e
g
i
e
と

K
r
e
u
z
l
i
e
d
(
四
六
）

ゲ
オ
ル
ク
・
ビ
ュ
ヒ
ナ
ー
一
（
四
八
）
二
（
四
九
）

ワ
ル
タ
ー
の
宗
教
性
に
つ
い
て
（
五

0
)

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
ゲ
ン
ー
ミ
ン
ネ
の
一
形
態
ー

（
五
一
）

-
（
五
―
―
-
)

（
五
五
）

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
デ
ル
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ヴ
ァ
イ
デ

二

「
パ
ル
チ
フ
ァ
ル
」
に
お
け
る

leit
の
問
題
（
五
七
）

U
b
e
r
f
r
e
m
d
u
n
g
に
つ
い
て
ー
―
つ
の
報
告
ー
（
六
五
）

成

瀬

正

一

十
八
世
紀
に
於
け
る
文
芸
サ
ロ
ン
(
―
-
）
（
-
―
-
)

新
旧
両
派
の
文
芸
論
争
（
七
）

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
と
東
洋
の
悟
道
（
一
六
）

旅
行
報
告
書
（
一
六
）

英
文
学
と
貧
困
（
三
八
）

イ
ギ
リ
ス
宗
教
劇
の
世
俗
化
（
三
九
）

ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
劇
「
第
二
羊
飼
の
段
」
（
試
訳
）
（
四

0
)

『
ヨ
ー
ク
劇
』
「
イ
サ
ク
人
身
御
供
の
段
」
（
四
二
）

ル
・
モ
ル
ト
・
ア
ル
テ
ュ
ー
ル
（
四
四
）

頭
韻
式
「
モ
ル
ト
・
ア
ル
テ
ュ
ー
ル
」
に
つ
い
て
（
四
七
）

憶
出
と
偶
感
（
五
七
）
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文
学
研
究
筆
者
索
引

笹

月

清

美

天
平
八
年
の
遣
新
羅
使
一
行
の
歌
（
ニ
―
-
）

古
事
記
の
文
芸
的
性
質
に
関
す
る
認
識
の
発
展
（
一
七
）

文
芸
活
動
の
機
構
(
-
―
-
）

本
居
宣
長
に
お
け
る
道
と
文
芸
（
ニ
―
―
-
）

語
意
考
の
成
立
過
程
を
示
す
ニ
・
―
―
一
の
伝
本
に
つ
い
て
（
二
六
）

本
居
宣
長
の
国
語
研
究
（
二
九
）

小
林
歌
城
の
テ
ニ
ヲ
ハ
説
（
三
一
）

富
士
谷
御
杖
の
言
語
論
に
つ
い
て
(
)

ペ
ロ
ル
（
ジ
ャ
ン
）

Litterature, 
L
a
n
g
u
e
 fran<;aise 
et 
m
o
n
d
e
 m
o
d
e
r
n
e
 

（
六
一
）

岡

村

繁

唐
末
に
お
け
る
曲
子
詞
文
学
の
成
立
（
六
五
）

小

野

島

行

忍

サ
ッ
カ
・
パ
ン
ハ
・
ス
ッ
タ
ン
タ
(
-
―
-
）

リ
ッ
・
サ
ソ
ハ
ー
ラ
(

1

0
)
 C
 1

―
)
（
-
―
―
-
）
 

訳
梵
漫
語
（
ニ
―
―
-
）

梵
詩
メ
ー
ガ
・
ヅ
ー
タ
散
文
訳
（
二
八
）
（
二
九
）
（
三
一
）

草
枕
そ
ぞ
ろ
ご
と
(
-
―
―
―
―
-
）

梵
語
奈
留
別
誌
（
三
四
）
（
三
六
）

野

上

豊

一

郎

杉
田
玄
白
と
そ
の
周
囲
の
人
た
ち
(
-
九
）

使
徒
瞥
見
（
三
五
）

夕
顔
（
四

0
)

佐

藤

通

次

世
界
の
極
性
と
ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
（
一
）

雅
歌
（
四
）

生
の
悲
劇
性
（
八
）
（
九
）

「
思
う
」
と
「
考
え
る
」

(
1
0
)

教
・
性
・
格
と
体
験
(
-
四
）
（
一
六
）
（
一
七
）

「
老
」
と
「
親
」
と
に
つ
い
て
（
ニ
―
)

創
世
神
話
と
わ
が
民
族
の
原
体
験
(
-
―
―
―
-
）

「
生
む
」
の
論
理
的
構
造
（
二
五
）

「
超
人
」
の
事
行
論
的
解
放
（
二
七
）

表
現
の
二
契
機
ー
「
見
る
」
と
「
生
む
」
と
（
二
九
）

文
芸
学
の
志
気
ー
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
研
究
に
寄
せ
て
ー
（
一
）

歴
史
と
形
態
変
化
ー
ゲ
ー
テ
研
究
の
一
齢
(
-
―
―

-1-）

創
刊
の
頃
（
四

0
)

重

松

泰

雄

啄
木
の
社
会
思
想
に
つ
い
て
（
四
一
―
-
）
・

進

藤

誠

一

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
と
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
ー
（
一
）

ユ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ラ
ビ
ッ
シ
ュ
の
喜
劇
（
六
）

ス
ク
リ
ー
ブ
の
功
罪
（
八
）
（
九
）
（
―
一
）

コ
メ
デ
ィ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
沿
革
(
-
四
）
（
一
五
）

十
九
世
紀
中
葉
以
後
に
於
け
る
仏
蘭
西
風
俗
戯
(
-
八
）
（
二
五
）

日
本
に
於
け
る
コ
メ
デ
ィ
・
フ
ラ
ソ
セ
ー
ズ
（
二
三
）

モ
リ
ニ
ー
ル
の
結
婚
（
二
七
）
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白

石

悌

三

一
宗
匠
誕
生
の
周
辺
ー
水
間
泊
徳
覚
書

杉

浦

正

一

郎

「
奥
の
細
道
」
の
制
作
心
理
（
四
一
）

「
花
屋
日
記
」
の
著
者
俳
人
文
暁
の
研
究
（
四
一
―
-
）

鵡
外
博
士
の
俳
句
観
、
及
び
其
の
俳
句
に
つ
い
て
（
四
四
）

九
州
蕉
門
の
研
究
ー
一
枯
野
塚
と
『
枯
野
塚
集
』
I

（
四
五
）

九
州
蕉
門
の
研
究

ー
ニ
『
漆
川
集
』
と
筑
前
嘉
穂
俳
壇
に
つ
い
て
ー
（
四
六
）

死
に
近
き
芭
蕉
ー
芭
蕉
の
曲
翠
宛
新
資
料
書
簡
を
中
心
に
ー
（
四
八
）

九
州
芭
蕉
門
俳
諧
史
概
説
（
四
九
）

芭
蕉
連
句
研
究
ー
一
「
升
買
て
」
の
巻
（
五

0
)

芭
蘇
連
句
研
究
—
―
-
「
け
ふ
ば
か
り
」
の
巻
・
「
芹
焼
や
」
の
巻
（
五
一
）

芭
蕉
連
句
研
究
ー
一
―
-
「
松
風
に
」
の
巻
（
五
三
）

（
六
二
）

マ
リ
ヴ
ォ
ー
覚
書
（
二
九
）

フ
ラ
ソ
ス
に
於
け
る
イ
タ
リ
ア
人
劇
団
の
業
績
(
-
―
―
―
―
）
（
一
―
-
四
）

「
ブ
リ
タ
ニ
ク
ュ
ス
」
か
ら
「
五
大
力
」
へ
(
-
―
―
―
―
-
）

作
者
兼
俳
優
（
三
五
）

フ
ラ
ソ
ス
最
古
の
喜
劇
（
三
六
）

モ
リ
エ
ー
ル
の
芸
風
に
つ
い
て
（
ノ
ー
ト
）
（
三
九
）

マ
ダ
ム
・
ド
・
ロ
ン
グ
ヴ
ィ
ル
の
生
涯
（
四

0
)
(
四
五
）

ル
ニ
ャ
ー
ル
の
喜
刷
（
四
一
―
-
）

ラ
ソ
ブ
イ
エ
候
夫
人
の
サ
ロ
ソ
（
四
七
）
（
五

0
)

中
山
さ
ん
と
私
（
五
七
）

感
想
（
六
一
）

高

橋

義

孝

芸
術
学
、
芸
術
史
に
お
け
る
没
価
値
生
の
意
味

ー
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
一
論
文
を
中
心
に
ー
（
四

0
)

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
フ
ロ
イ
ト
論
（
四
一
・
四
二
）

創
造
的
余
剰
（
四
四
）

「
統
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
意
識
の
現
代
ド
イ
ッ
文
芸
理
論
に
お
け
る
諸

反
映
一
（
四
五
）

文
学
と
社
会
と
の
連
続
・
非
連
続
の
問
題
（
四
六
）

芸
術
は
「
進
歩
」
す
る
か
（
四
九
）

能
の
美
学
・
序
説
（
五

0
)

ル
カ
ー
チ
ュ
の
論
文
「
上
部
構
造
と
し
て
の
文
学
」
に
対
す
る
批
評

（
五
一
）

文
学
研
究
に
対
す
る
「
精
神
分
析
」
の
諸
寄
与
一
（
五
五
）
二
（
五
六
）

芸
術
的
感
動
に
つ
い
て

ー
文
学
研
究
に
対
す
る
「
精
神
分
析
」
の
諸
寄
与
（
そ
の
一
―
-
）
（
五
七
）

メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
考
（
五
八
）

高

木

市

之

助

吉
野
の
鮎
（
二
七
）

国
見
孜
(
-
―

10)

牡
丹
芳
(
-
―
―
―
―
-
）

玉
島
川
仙
媛
孜
(
-
―
一
五
）

酒
仙
供
養
（
三
六
）

思
出
十
年
ー
私
本
位
に
書
き
っ
‘
‘
つ
る
と
こ
ろ
の
I

（四

0
)

芭
蕉
連
句
研
究
ー
四
「
此
の
呈
は
」
の
巻
（
五
五
）

素
堂
の
真
蹟
二
種
に
つ
い
て
（
五
六
）
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文
学
研
究
筆
者
索
引

田

中

晃

表
現
の
構
造
(
-
六
）

万
葉
歌
人
の
国
家
思
想
(
-
八
）

行
為
と
哲
学
（
二

0
)

日
本
的
現
実
主
義
と
「
も
の
の
あ
は
れ
」
（
ニ
―
―
-
）

生
成
の
根
拠
と
し
て
の
自
然
（
二
五
）

田

中

栄

一

M
u
s
s
e
t
の
作
品
に
あ
ら
わ
れ
た
イ
タ
リ
ャ
（
六
五
）

豊

田

実

日
本
に
於
け
る
シ
ェ
ー
ク
ス
。
ヒ
ァ
紹
介
の
歴
史
(
-
)

英
吉
利
漂
物
邦
訳
考
（
四
）

芥
川
龍
之
介
と
エ
ド
ガ
・
ア
ラ
ン
・
ボ
オ
（
七
）

基
督
教
聖
書
和
訳
の
歴
史
(
-
―
-
)

故
坪
内
博
士
の
『
英
文
小
学
読
本
』
(
―
二
）

日
本
と
ジ
ェ
ィ
ク
ス
。
ヒ
ア
（
一
六
）

日
本
に
於
け
る
英
文
法
紹
介
及
び
研
究
の
歴
史
（
二

0
)

俳
句
と
英
詩
(
-
―
―
―
-
）

生
活
、
文
化
の
反
映
と
し
て
の
英
語
史
緒
言
の
一
節
（
二
六
）

言
語
起
源
の
問
題
ー
英
語
史
「
第
一
部
概
観
」
の
緒
論
ー
（
二
九
）

言
語
を
通
し
て
見
る
英
人
祖
先
の
生
活
ー
大
陸
時
代
ー
(
-
=
-
)

世
阿
弥
「
花
」
と
「
物
ま
ね
」
（
六
一
）

芭
蕉
小
論
ー
あ
る
論
稿
断
片
（
六
二
）

美
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
文
学
（
そ
の
一
）
（
六
四
）

T
h
o
m
a
s
 M
a
n
n
 in 
J
a
p
a
n
 z
u
 s
e
i
n
e
m
 1
2
.
 

T
o
d
e
s
t
a
g
e
 

（
六
五
）

ウ
ェ
リ
ン
グ
ズ

(
N
.
G
)

T
h
e
 N
e
w
 P
o
e
t
r
y
 (
六
一
）

矢

島

徹

輔

庚
信
の
絶
句
体
詩
に
お
け
る
文
学
意
識
の
転
換
（
六
五
）

山

内

普

卿

六
朝
時
代
の
展
望
(
-
―
)

牟
子
問
題
の
消
算
（
四
•
五
・
六
）

王
鳴
盛
氏
の
仏
典
観
(
-
―
-
)

矢

田

部

達

郎

古
語
に
於
け
る
「
て
に
は
」
の
意
義
(
-
―
―
―
-
）

吉

町

義

雄

「
物
類
称
呼
」
西
国
方
言
索
引
（
一
）

九
州
方
言
の
特
異
性
一
―
-
(
―
-
）
四
(
-
―
-
）
五
（
五
）

島
津
斎
彬
の
「
ロ
ー
マ
字
日
記
」
と
長
田
穂
積
の
「
菊
池
俗
言
考
」
（
七
）

博
多
仁
和
加
用
語
に
現
れ
た
活
用
一
段
化
趨
勢

(
1
0
)

（
一
五
）
（
一
七
）
（
一
九
）

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
（
二
ニ
）
（
二
四
）
（
二
六
）

九
州
方
言
四
段
変
格
活
用
動
詞
分
布
相
（
ニ
―
―
-
)

鶴

久

上
代
特
殊
仮
名
遣
の
消
減
過
程
に
つ
い
て

ー
「
野
」
字
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
ー
（
五
五
）

日
英
語
音
の
異
同
と
国
民
性
(
-
―
―
―
―
-
）

人
及
び
作
家
と
し
て
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（
三
五
）

シ
ェ
イ
ク
ス
。
ヒ
ア
の
女
性
観
(
-
―
―
六
）
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紫
雲
山
人
鹿
児
島
方
言
文
学
四
書
抄
（
―
-
八
）

施
福
多
「
日
本
文
庫
及
び
日
本
文
学
研
究
提
要
」
前
(
-
―

10)後
（
三
二
）

襖
都
創
刊
日
本
語
辞
書
（
三
一
―
-
）

大
和
口
上
言
葉
集
（
三
四
）

上
海
刊
行
日
本
語
文
典
（
三
五
）

九
州
方
言
推
量
・
打
消
動
詞
活
用
分
布
相
(
-
―
―
六
）

「
日
本
風
俗
備
考
」
蘭
日
会
話
（
三
七
）

九
州
方
言
指
定
・
比
況
助
動
詞
活
用
分
布
相
（
三
八
）

対
馬
字
引
「
日
暮
芥
草
」
府
中
語
抄
（
四

0
)

九
州
方
言
敬
譲
・
希
求
助
動
詞
活
用
分
布
相
（
四
一
）

「
園
翁
交
語
」
と
「
八
丈
実
記
」
の
島
言
葉
（
四
二
）

イ
ブ
ン
・
マ
ー
リ
ク
の
千
一
行
詩
亜
語
文
法
（
四
一
―
-
）
（
四
七
）
（
五

0
)

（
五
四
）
（
五
六
）
（
五
九
）
（
六
二
）
（
六
一
―
-
）

九
州
方
言
感
動
詞
訛
形
分
布
相
（
四
四
）

九
州
方
言
代
名
詞
訛
形
分
布
相
（
四
八
）

滑
稽
洒
落
一
寸
見
た
夢
物
語
（
五
二
）

「
欧
弗
亜
旅
行
記
」
瑞
日
語
彙
（
五
七
）

露
都
創
刊
露
日
小
辞
書
（
六

0
)

明
治
十
年
長
崎
出
版
拉
語
講
義
（
六
一
）

博
多
漫
語
（
六
一
―
-
）
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